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調査方法
1．調査対象者
⑴ 2012年度入学の児童保育学科（当時の学科名） 1年生及び現代福祉学科 2年生のうち
｢子どもの食と栄養」受講生110人中90人 回収率81.8％
⑵ 2016年度入学の児童保育学科 2年生のうち 「家政学概論」受講生 44人
2 ．調査時期
⑴ 2013年 1月20日〜 1月31日
⑵ 2017年 7月20日〜 7月30日
3 ．調査項目


















好き嫌いがある 好き嫌いがない どちらともいえない 合計（人)
















と答えた者は 2 人のみであった。後の12人はおそらく 1個か 2個は嫌いなものがあったと思われ
た。
⑵ 好きな食べ物ベスト10
受講生のアンケートの結果を表 1− 3 に示した。





学生たちの嫌いな食べ物上位の食品を表 1− 4に示した。まず第 1位はやっぱりピーマンで
あった。90人中17人（17.9％）である。第 2位はグリンピースとレバーであった。（13人で
14.4％） 4位はあさり等の貝類をあわせて12人、 5位以降も大方野菜である。動物性食品は 2位
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表 1− 5．好きな食べ物ランキング（延べ数）その 1
食品数 食品・料理名など 人数
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その 3
食品数 食品群 食品・料理名など 人数
46 卵類 卵（茶碗蒸し含む） 7










24 貝類 ホタテのバター焼き 1
25 その他 カニ、タコ、イカ、イクラ 各1
その 4
食品数 食品群 料理名など 人数
52 豆類 黒豆・白花豆・豆類 各1









好きなものに「果物 (全般)」を挙げた者は 7 人いた。次いで、いちご ( 6人)、りんご ( 4































1 魚 (生含む) 14 (10.4％) 5 (3.7％) 4 (3.0％) 5 (3.7％)
2 貝類 (主にアサリ) 15 (11.2％) 10 (7.5％) 0 5 (3.7％)
3 貝 (牡蠣・ホタテ) 9 (6.7％) 2 (1.5％) 0 7 (5.2％)




5 (3.7％) 2 (1.5％) 0 3 (2.2％)
6 しらす 1 (1.0％) 1 (1.0％)
7 肉類 (ミンチ以外) 15 (11.2％) 8 (6.0％) 1 (1.0％) 6 (4.5％)
8 肉（ひき肉） 2 (1.5％) 2 (1.5％)
9 豆腐 4 (3.0％) 2 (1.5％) 2 (1.5％)
10 牛乳 2 (1.5％) 1 (1.0％) 1 (1.0％)
⑴ 魚介類の好き嫌いの変化
魚が子どもの頃嫌い、又は食べることができなかった人は14人いた。そのうち調理法によって
は食べられる人が 5 人、現在普通に食べられるという人は 4人、現在も苦手という人は 5 人で
あった。約 3分の 1が克服できないでいることが分かった。
あさり等の貝類は子どもの頃嫌いだった人は15人、そのうち調理法によっては食べられる人が
10人、現在も苦手な人は 5 人であった。魚と同様 3分の 1が克服できていない。また、あさり以
外の貝で、牡蠣とホタテについては、嫌いだった人は 9 人で、そのうち調理によっては食べられ





は 2 人しかいない。肉の塊 (普通に料理して食べている肉のこと)を苦手としている人は134人中
15人 (11.2％)であった。15人中 8 人は調理法によっては食べられる (例：ハンバーグにする)。
多くは肉の脂の部分を嫌っているので、その部分を取り除けば食べられるというものであった。
⑶ 野菜・果物の好き嫌いの変化
野菜の好き嫌いの変化について表 2− 2 に示した (2016年度生のみ)。
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1 ピーマン 9 (20.4％) 3 (6.8％) 4 (9.1％) 2 (4.5％)
2 トマト 9 (20.4％) 4 (9.1％) 3 (6.8％) 2 (4.5％)
3 ゴーヤ 9 (20.4％) 4 (9.1％) 0 5 (11.4％)
4 茄子 7 (15.9％) 1 (2.3％) 4 (9.1％) 2 (4.5％)
5 ニンジン 6 (13.6％) 4 (9.1％) 1 (2.3％) 1 (2.3％)
6 かぼちゃ 2 (4.5％) 2 (4.5％)
7 カリフラワー 2 (4.5％) 2 (4.5％)
8 ヤングコーン 2 (4.5％) 2 (4.5％)
12 アスパラガス 1 (2.3％) 1 (2.3％)
13 グリンピース 1 (2.3％) 1 (2.3％)
14 ブロッコリー 1 (2.3％) 1 (2.3％)
16 セロリ 1 (2.3％) 1 (2.3％)
学生が子どもの頃嫌っていた野菜はピーマン、トマト、ゴーヤ（にがうり）の三野菜でそれぞ
れ 9 人ずつであった。調理によっては食べられる者がピーマンでは 3 人、トマトとゴーヤは 4人









普通に食べられるようになったものが 4人、現在も苦手というものは 2 人であった。同じく 5番
目はニンジンの 6人である。調理の工夫によって食べられるというものが多い。現在でも苦手と






























































































































































































































































い（50〜68点）。しかし嫌いなものの数が最も多い13個の 2分の 1である 7個以下ということで
注目すると80点以上のものが 5個以下の者に多いといえる。また最高得点者と 2番目， 3番目の
点数のもの（90点以上）も嫌いなものが 1個の学生である。次に、80〜90点の範囲にいるものも
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